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◎　三笠宮殿下は中近東方面の学術的開発に御心を寄せて居られるが．特に

　本会の為に金一封を頂戴した。

◎　昨年のイラン学術調査隊は帰国後各地でスライドを使用して講演会を開

　催して好評を博した。

編 集 後 記

◎　昨今は正に中近東ブームの観があるが、就中．先般のイラン皇帝の来訪

　は圧巻であった。又、各種展覧会やアジア。オリソビツクまであって賑や

　かな事である。しかし、何れにしても大変結構な事で。我々西南アジアの

　研究を志す者にとって喜ばしい次塗である。

◎　編集子にとって編集後記を書く事は一番大きい楽しみであると聞いてい

　るが、ブームに目を奪われて自分の手柄の様に錯覚してはならない事を反省

　すると、本誌の編集後記を書く事は決して楽しくないものである事が感ぜ

　られる。

◎　七月から幹事会も強化されるので次号からはもっと活潅になる事と信ず

　ゐが、尚大方の御叱正と御璽燵をお願いする。　　　　　　（　高林　）
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